
【平和学習について考える】   佐世保市立広田小 長谷川 
 〇 佐世保空襲について 

  ・S20. 3. 9 と 3.13 アメリカの偵察機が飛来 

  ・S20. 4. 8  B29 一機が来週 爆弾投下により百数十名の死傷者 

  ・S20. 5.24   B29 の来襲 

   県内では大村の航空廠が何度も空襲を受けていたが、「次は佐世保」と市民の不安は

募った。   

  ・S20.6.28 夜 

  ・梅雨の雨雲が空を覆い、「こんな日は大丈夫だろう」と多くの市民が思い込み、眠り

についた夜 11 時 50 分過ぎ、141 機の B29 が襲来し、大量の焼夷弾（わずか２時間で

千トン）を投下。佐世保は火の海となった。 

  ・被害の様子 

   全焼家屋 １２０３７戸 

   半焼家屋    ６９戸 

   罹災者  ６０７３４人   全人口に対する割合 ２７％ 

  ・家、家族、仕事を失った多くの市民は、親類・知人を頼って市内外へ避難 

した。行くところのない市民は、焼け残った民家や集会所、さらには防空壕にまで住

んで雨露をしのいだそうだ。 

 

 〇 関係資料について 

  ・ Ｒ４年度－人権・平和－佐世保空襲 のフォルダのなかに、参考資料（ＰＤＦ）を

入れています（平成 14 年 6 月 28 日 緒方 悟さん 作成） 

  

例１：佐世保空襲の犠牲者の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

例２：佐世保空襲の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例３：被害の実相 
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